第2号議案－5
第3号議案－2

平成2７年度

エンゼル福祉会　事業計画（案）
社会福祉法人エンゼル福祉会

中期経営計画策定の趣旨
　平成27年度の介護報酬改定は、2025年（平成37年）に向けて、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される「地域包括ケアシステム」の構築を実現していくため、平成26年度制度改正の趣旨を踏まえ、中重度の要介護者や認知症高齢者への対応の更なる強化、介護人材確保対策の推進、サービス評価の適正化と効率的なサービス提供体制の構築といったことを基本的な考え方としている。

　そうした中、介護報酬の見直しによりどのサービスにおいても大きな減収となることが見込まれるが、社会福祉法人の担う役割が、こうした事態を受けて衰退するようなことがあってはならない。

　一方、基本報酬自体は減額となるものの、質の高いサービス体制または評価によって獲得できる加算の増額が目立つ事からも、よりサービスの質の向上を求められていることが伺える。これに対し、エンゼル福祉会で働く職員全ての専門性を継続的に高めていける事は、サービスを利用する方々にとって豊かな暮らしの支えとなり、地域に暮らす住民からの安心と信頼を得ていく事とにもなると考える。そして必要とされる法人サービスとなっていくことは、サービス需要を高め、安定した経営が、社会福祉法人として更なる地域への展開をすすめ、期待に応えていけることである。
　このような背景からも介護報酬改定施行1年目となる平成27年度においては、理事会や評議員会を通じて、確実な収支の実施による安定した法人運営と質の向上を図っていくことを指針とし、事業経営計画を策定する。
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私たちは『尊厳と自立』に満ちた生活をおくるために、

お客様が安心して利用できる

信頼度の高い介護サービスを提供する。
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1． 法人・施設運営の基本理念
Ⅰ．法人の基本理念
社会福祉法人エンゼル福祉会は、現在の豊かな社会発展に、様々な形でご尽力され、かつ、豊富な知識と経験を持たれる人生の先輩方への『尊敬』と『感謝』の気持ちを、『介護サービス』・『地域社会への貢献』を通じて表現し、『豊かな長寿社会』の実現に向けた社会福祉・地域福祉のインフラとし、地域社会に対する社会福祉法人の責務を全うすることを法人の基本理念として、『会訓』・『品質方針』・『行動指針』３つの考え方を基に、施設運営を実践する。
Ⅱ．事業運営の基本理念

ⅰ．人として｢尊厳のある暮らし｣を支援する。
ⅱ．自立を基本に｢能力に応じた｣支援を行う。
ⅲ．家族・地域と共に運営する。
2． 中期経営計画における理念及び行動指針

<中　期　経　営　計　画　理　念>

人に社会に自分自身に誇れる仕事の実践
<中　期　経　営　計　画　行　動　指　針>

· 専門職として、自分（達）にしか出来ない、
　　　　　　　　　　　　自分（達）だからこそ出来る仕事をする。
· 専門職として、常に仕事の成果・真価・進歩を追及する　　　　　　　　　　
· 専門職として、言い訳や妥協せず、今出来ることに最善を尽くす。
事　業　計　画　①
1、 法人の組織

　社会福祉法人　　　　　　　　　　　　理事長　　　　　　　　　理事会（6名）　　　　　　　　　　評議員会

エンゼル福祉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 監事（2名）               (13名)



　　越谷なごみの郷　　　おたけの郷

２、法人の事業

　　次の社会福祉事業を運営し、サービスの質を向上させると共に、法人運営の健全化に努めるものとします。

１）特別養護老人ホーム　　　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷・おたけの郷

２）地域密着型介護老人福祉施設　　　　　　　　　  越谷なごみの郷

３）短期入所生活介護　　　　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷・おたけの郷
４）通所介護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷

５）認知症対応型通所介護　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷

６）訪問介護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷

７）居宅介護支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷・おたけの郷
８）地域包括支援センター（委託事業）　　　　　　　　越谷なごみの郷
3、 法人の役員
（役員名簿　別添）

4、 理事会及び評議員会の開催
１）平成27年度における理事会を次の表のとおり開催するほか、必要に応じて臨時の理事会を開催します。

	
	開　催　月
	主　な　審　議　事　項

	第1回
	平成27年5月26日（火）
	平成26年度事業報告、決算について

	第2回
	平成28年1月23日（土）
	補正予算（案）

	第3回
	平成28年3月29日（火）
	平成28年度事業計画（案）・予算（案）


２）平成27年度における評議員会を、次の表のとおり開催します。
	
	開　催　月
	主　な　審　議　事　項

	第1回
	平成27年5月26日（火）
	平成26年度事業報告、決算について

	第2回
	平成28年1月23日（土）
	補正予算（案）

	第3回
	平成28年3月29日（火）
	平成28年度事業計画（案）・予算（案）


５、監事による監査
１）　監事は、法人の財産の状況や財務内容及び各施設の運営状況や会計の執行状況、入所（入居）者預り金の取り

扱い状況について監査を実施します。
　　 また、理事会に出席し理事会の運営状況及び理事の業務執行を監査し、必要あると認めるときは意見を述べるものとします。監査報告書を作成し理事会及び埼玉県知事および厚生局に報告します。

	
	開　催　月
	主　な　監　査　事　項

	第1回
	平成27年5月14日（木）
	平成26年度事業報告、決算報告

	第2回
	平成27年5月26日（火）
	平成26年度事業報告、決算について

	第3回
	平成28年1月23日（土）
	補正予算（案）

	第4回
	平成28年3月29日（火）
	平成28年度事業計画（案）・予算（案）


６、外部監査
　公認会計士事務所による外部監査を毎月及び決算期に受け経営の透明性を図ります。
７、法人研修

○グループ法人27年度新卒職員合同入社式　　　　　 平成27年4月　1日（水）　　　　

○グループ法人27年度新卒職員入社時研修　　　　　 平成27年4月1日、2日、3日、4日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊2日～4日は2泊3日の宿泊研修
○社会福祉法人合同27年度新卒職員入社時研修　　平成27年4月7日（火）
○社会福祉法人エンゼル福祉会新卒職員入社時研修　平成27年4月8日
○グループ法人3年目研修　                 　　　 ①平成27年06月（宿泊研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　②平成27年09月（宿泊研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  ③平成27年10月（宿泊研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊入社3年目職員対象、①～③のいずれかに参加

○エンゼル福祉会責任者研修　　　　　　　　　　　　 　　　　①平成27年6月5日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②平成27年9月4日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③平成27年12月4日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④平成28年3月4日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊係長・フロア責任者対象
○グループ法人27年度新卒職員フォローアップ研修　　　平成27年10月　1泊2日の宿泊研修

○グループ法人全社発表会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年3月中旬

８、職員採用計画
26年度新卒職員採用　 　：　　8名
　27年度卒新卒職員採用　：　10名　（越谷5名　：　おたけ5名）
27年度中途採用職員　  ：　36名　（越谷12名　：　おたけ24名）
　平成26年度末法人職員数見込数　：　236名　（越谷140名　：　おたけ96名）
　平成27年度末法人職員予測数  　：　252名（純増16名）　（越谷146名　：　おたけ106名）
　職員の待遇向上と育成のために処遇の見直し、規程の整備、職員研修の充実を図っていきます。

　エンゼル福祉会だからこそ追求できる専門性と、寮制度を活用した地方への採用活動を行います。
介護職員採用についてはeネット介護転職といったインターネットを用いた募集ツールと広告等の紙媒体の募集ツールとを併用し採用を図ります。前年度当初辺りまでは、高額なネット求人の活用は確実な面談の機会となっていたが、現在では、比例した面談件数とはなっていない。インターネットを用いた広域求人については、寮制度のアピールを用い、また紙媒体を用いた地元求人については、職場見学・説明会の機会などを取り入れ求人活動を図る。
＜採用＞

＊人材確保・安定のために、学校訪問時・集団面接会における資料の更新
＊早期新卒者採用への対応

＊就職説明会の参加
＊寮制度活用による、地方開催の就職説明会日程の把握・参加

＊計画的な就職説明会の開催

＊実習養成校との連携により、施設求人情報の提供
＊初任者研修施設実習の無償受入れの提案
＊ブランクのある介護経験者等への無償実技講習会の実施
９、地域交流
○地域小学校・中学校福祉体験（越谷なごみの郷）
○越谷市役所新人職員福祉体験（越谷なごみの郷）
○埼玉県教員実習福祉体験受入れ（越谷なごみの郷）
○地域ケア会議開催（川柳地区・大相模地区）（越谷なごみの郷）
○川柳クリーン作戦（越谷なごみの郷）
○健康教室

○ボランティア受け入れ
○介護業務に関するボランティアに興味はある方を対象に、無償講習会の実施

○在宅介護者向けサロンの実施（越谷なごみの郷）
○川柳盆踊りへの参加（越谷なごみの郷）
○第10回　和（なごみ）太鼓祭り（越谷なごみの郷）
○第2回　敬老会（おたけの郷）

社会福祉法人としての役割の１つとして、地域にとって公益性の高い施設の在り方を考え、社会・地域の期待に応えら
れる施設を目指します。その為にも、地域の催しごとをはじめ、様々な関わりに積極的に参加し、地域で困っている事
や、施設に望むことを探り、応じて参ります。

　
１０、施設設備・備品購入計画
現在の設備・備品管理について見直し、不具合の早期発見や対応をより安全に、より迅速にできるようにする。修繕に関しては、開設15年が経過する越谷なごみの郷では、劣化に伴う修繕・交換等が必要になる。空調設備、ボイラー給湯設備の入替については平成28年度に補助金制度を活用し実施していけるよう準備する。

また、大規模な災害が発生することを前提に、災害対策は地域全体で取り組む。（施設避難訓練への地域参加／地域防災活動への施設参加）併せて、施設内においての防災への取り組み、非常時物品については順次備えていく。
＜建物管理・施設備品管理＞

＊施設の機能及び安全性・信頼性を長期にわたって確保する為、予防的対応を含む総合的な点検・保守・修繕等を計画的・効果的に実施する。

＊設備機器点検表の再度見直しを実施、責任の所在を明確にし、備品の把握・廃棄を計画的に実施、ポイントを踏まえた点検を実施することによる設備備品修繕の早期発見・余剰物品の減少を図る。
＜平成２７年度購入備品計画＞

・介護用電動ベッド（10台）　・車椅子（15台）　・送迎自動車入替（2台）　・訪問介護自動車入替（1台）

・居宅介護支援自動車入替（1台）

＜災害対策＞

＊災害時必要物品の見直し、整理整頓（いつでも誰でもすぐに手にとれる場所、使える状態を保つ）を都度行う。

＊災害時の被災者受け入れ体制の整備
＊災害発生時の急性期3日間の対応策の整備

＊災害時備蓄品の点検および、計画的な入替

　・賞味期限切れに伴う食料の入替および水（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの確保）

　・帰宅困難者（職員含む）用食料の確保

　・懐中電灯等、灯りに関する物品の購入

　・トイレ等排泄時に必要となる物品の購入

　・暖をとる為のアルミシート等の購入

　・電力確保に関する物品の購入
＊3法人で作成しているＢＣＰ災害時緊急マニュアルの全職員への浸透と実施
事　業　計　画　②
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	運営会議
	24日
	19日
	23日
	21日
	21日
	18日
	20日
	20日
	22日
	19日
	19日
	22日

	プロセス会議
	23日
	21日
	26日
	24日
	24日
	25日
	22日
	24日
	25日
	22日
	23日
	18日

	給食会議
	10日
	12日
	9日
	10日
	7日
	8日
	9日
	10日
	8日
	8日
	9日
	8日

	運営推進会議
	
	15日
	
	14日
	
	11日
	
	13日
	
	11日
	
	17日

	事業報告会
	
	
	
	
	
	26・27・28・29日
	
	
	
	
	
	26・27・28・29日

	委員会
	身体拘束廃止
	6日
	11日
	2日
	1日
	3日
	1日
	5日
	4日
	1日
	5日
	2日
	2日

	
	褥瘡対策
	6日
	11日
	2日
	1日
	3日
	1日
	5日
	4日
	1日
	5日
	2日
	2日

	
	衛生・感染症対策
	6日
	11日
	2日
	1日
	3日
	1日
	5日
	4日
	1日
	5日
	2日
	2日

	
	事故防止対策
	6日
	11日
	2日
	1日
	3日
	1日
	5日
	4日
	1日
	5日
	2日
	2日

	
	入居判定
	
	15日
	
	14日
	
	11日
	
	13日
	
	11日
	
	17日

	研修
	認知症研修
	
	
	
	
	
	2日3日4日
	
	
	
	
	
	

	
	権利擁護
	
	
	
	
	
	
	
	4日5日6日
	
	
	
	

	
	中途採用者研修
	
	
	29日30日
	
	
	29日30日
	
	
	10日11日
	
	25日26日
	

	施設全体
	人事考課
	職員健康診断
入居者健康診断
	自衛消防訓練

	
	自己点検

内部監査
	自衛消防訓練

ＪＱＡ審査


	人事考課
消防訓練

	
	自衛消防訓練

職員健康診断

大掃除
	
	自己点検

内部監査
	自衛消防訓練


越谷なごみの郷　年間スケジュール
おたけの郷　年間スケジュール
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	運営会議
	22日
	20日
	24日
	22日
	19日
	16日
	21日
	25日
	16日
	20日
	24日
	23日

	責任者会議
	9日
	8日
	8日
	6日
	4日
	4日
	2日
	3日
	7日
	12日
	5日
	7日

	委員会
	身体拘束廃止
	
	14日
	
	3・29日
	20日
	
	7日
	
	
	6・21日
	10日
	

	
	褥瘡対策
	8日
	
	10日
	
	5・26日
	
	14日
	
	23日
	
	3・23日
	

	
	感染症対策
	16日
	
	3・23日
	
	17日
	
	5・9・19日
	
	14日
	
	15日
	

	
	食中毒予防
	
	
	3・23日
	
	
	
	5・9・19日
	
	
	
	19日
	

	
	事故防止
	20日
	4・27日
	
	8日
	
	
	23日
	
	2・9日
	
	12日
	

	
	食にまつわる
	22日
	20日
	23日
	22日
	19日
	16日
	21日
	25日
	16日
	
	19日
	23日

	
	安全衛生
	22日
	20日
	23日
	22日
	19日
	16日
	21日
	25日
	16日
	
	19日
	23日

	
	虐待防止
	22日
	20日
	23日
	3・22・29日
	19日
	16日
	21日
	25日
	16日
	6・20・21日
	19日
	23日

	
	入居判定
	30日
	29日
	30日
	31日
	31日
	30日
	31日
	30日
	22日
	29日
	29日
	31日

	研修
	新入職員
	
	9日
	1日
	1日
	1日
	3日
	1日
	1日
	2日
	1日
	8日
	1日
	1日

	
	選択
	岡田塾
	13・27日
	11・25日
	8・25日
	13・27日
	10・28日
	14・29日
	12・29日
	9・30日
	7・21日
	11・29日
	8・26日
	7・28日

	
	
	大内塾
	
	
	
	20日
	
	
	
	
	
	
	18日
	

	
	
	毛呂塾
	
	
	19日
	
	
	
	22日
	
	
	
	
	21日

	施設全体
	人事考課
	消防訓練
職員健診
入居者健診
	29日
家族懇談会
夏支度
	
	第三者評価
	14日
敬老の日
ｲﾍﾞﾝﾄ
	人事考課
冬支度
	自己点検
消防訓練
夜勤職員健診
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種
	26日
大掃除
	
	
	


【　事業計画③　】

年間事業目標

＜越谷なごみの郷＞
Ⅰ．年間介護保険事業収入８００，０００，０００円を達成する
Ⅱ．介護サービスの「質」と「量」の確保
Ⅲ．人材育成の取り組みの強化
＜おたけの郷＞

Ⅳ．年間事業収入￥７３２，０００，０００円を達成する。
Ⅴ．法令を遵守した運営を実践する（基本の確立）。
Ⅵ．年度内職員増＝12名純増
＜越谷なごみの郷＞

Ⅰ．年間介護保険事業収入800,000,000円を達成する

　この度の介護保険報酬改定により、従来型特別養護老人ホームの基本報酬額の減額は金額にして約1,750万／年ほどの減収となる見込みである。基本報酬では減額となるが、体制等を整えることで新たに設けられた加算をはじめ加算要件の緩和等により取れる加算を確認し、また計画的に取れるように対応を図る。4月より新たに取れる加算は下記の通りである。

＜4月より対応が図れる新たな加算＞

看護体制加算Ⅱ　日／8単位　→　230万／年

経口維持加算　　月／400単位×36人　→　177万／年

＜7月までに体制を整え対応を図る加算＞

日常生活継続支援加算Ⅰ　日／36単位　→　750万／9カ月

＜職員配置要件が整えば取れる加算＞

看護体制加算Ⅰ　日／４単位　→　120万／年　

看取り加算　144単位／日（最大30日迄）

⇒現状も看取り対応は図っているが、正看護師の常勤配置が出来ていない事で、加算は対応できていない。正看護師の常勤配置によって、特別養護老人ホームの場合、看護体制加算Ⅱと併せて加算できるものであり、正看護師の正規職員雇用を積極的に行ない、質を高めていく
⇒介護福祉士の取得に向けた研修等の支援体制を整え、質の高いサービス提供と共に加算に応じていく
　

　地域密着型特別養護老人ホームの基本報酬額の減額は金額にして約430万／年ほどの減収となる見込みである。

＜4月より対応が図れる新たな加算＞

日常生活継続支援加算Ⅱ　日／46単位　→　442万／年

経口維持加算　月／400単位×7人　→　35万／年

　従来型短期入所生活介護の基本報酬の減額は約400万／年ほどの減収となる見込みである。従来型短期入所生活介護では、地域加算が10.27→10.33となるのみで、現状の体制でとれる新たな加算はない。また、看護体制加算Ⅱを算定出来なくなる為、80万／年も併せて減額となる。

＊緊急短期入所受入加算　90単位　→　要請に応じて積極的に受入れる

⇒要請に応じて緊急時の利用について積極的に受入れる。

　ユニット型短期入所生活介護の基本報酬の減額は約170万／年ほどの減収となる見込みである。従来型短期入所生活介護に同じく、地域加算が上がるのみで、現状の体制で新たにとれる加算はない。

従来型通所介護の基本報酬の減額は約470万／年ほどの減収となる見込みである。この度の報酬改定では新たな加算も設けられたものの、現状要件を満たしている加算はない。通所介護に限っては、生活相談員の専従要件の緩和および、看護職員の配置基準が緩和されたことを受け、平成27年度の配置については、看護職員の配置について必要な実務時間を調べ、現状派遣看護師等により掛かっているコスト削減に努めていく。

＜体制・要件を整え取れる加算＞

・中重度者ケア体制加算　45単位／日

※人員配置プラス常勤換算2以上の確保　※前年度実績で要介護3～5の割合30％以上　

※提供時間を通じて看護職員1名以上配置

・認知症加算　45単位／日

※規定する職員数に加え、常勤換算方法で2以上の確保

※前3ヵ月の利用者総数のうち、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ以上の利用者が全体の100分の20以上

※認知症介護指導者研修、認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修、認知症介護実践者研修等の修了者1名以上の確保

⇒中重度者や認知症の状態にある方といった家族負担が大きいとされる方の積極的受入れとともに、体制に応じられる職員の質の向上を図る
認知症対応型通所介護の基本報酬の減額は約130万／年ほどの減収となる見込みである。この度の報酬改定で新たに設けられた加算はない。逆に、運営推進会議の設置の義務づけなど、地域密着型通所介護の新たな基準が設けられた。

⇒運営推進会議については、現在地域密着型特別養護老人ホームと共同で実施する。ますます増えると言われている「認知症」の理解とともに、本来サービスを必要とされている地域の方へ、案内できるよう努める。

訪問介護の基本報酬の減額は、今回の改定でもっとも少ない範囲での減額改定であり、またサービス提供責任者の配置基準等も3名以上の配置および1人以上の専従とすることで配置基準の緩和がされた。基本報酬の減額は約100万／年ほどの見込みである。

＜4月から対応が図れる新たな加算＞

特定事業所加算Ⅰ　→　所定単位数の100分の20に相当する単位数を加算　450万／年

⇒前年に続き新卒者1名を配属する予定にある。

身体介護等で特に体力面を必要とするケースが多い総合支援に対応出来るようにする。

　居宅介護支援の基本報酬の改定は、認知症加算や独居高齢者加算が基本報酬へ包括化された為、基本報酬としては、150万／年ほど増額となる見込みである。（介護予防支援費含む）

　⇒介護支援専門員10名というスケールメリットを存分に活かし、困難事例と言われてしまうケース等にも積極的に受入れ、多くの知恵をもって対応出来るようにする。また、施設に存在するサービスに利用する顧客の声を迅速に届け、サービスの質の向上・改善に努める。

　

　介護職員処遇改善加算（Ⅰ）

　この度の報酬改定では、大幅に多くのサービスの減額改定となっているが、一方で介護職員の処遇改善が後退しないよう現行の加算の仕組みは維持しつつ、更なる資質向上の取組、雇用管理の改善、労働環境の改善の取組を進める事業所を対象とし、介護職員処遇改善加算（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）が設けられた。この加算は処遇改善に向けた取組を一層推進する観点から、区分支給限度基準額の算定とは別に請求できる。

越谷なごみの郷では、算定要件に定められている介護職員の賃金改善に関する計画と実施、介護職員の任用の際における職責、職務内容、研修の実施又は研修の機会を確実に定めとりおこない、加算（Ⅰ）の対応を図る。

＜介護職員処遇改善加算（Ⅰ）＞

	
	現行
	
	処遇改善加算Ⅰ

	特別養護老人ホーム
	2.5％
	　⇒
	5.9％

	ユニット型特別養護老人ホーム
	2.5％
	　⇒
	5.9％

	短期入所生活介護
	2.5％
	　⇒
	5.9％

	従来型通所介護
	1.9％
	　⇒
	4.0％

	地域密着型通所介護
	2.9％
	　⇒
	6.8％

	訪問介護
	4.0％
	　⇒
	8.6％


約1500万／年
Ⅱ．介護サービスの「質」と「量」の確保

１、サービス向上への取り組み
＊　高齢者がヒトとして尊厳ある暮らしの追求を実施するとともに、介護予防への強化取組みを実施する。

＊　入所者、利用者の尊重・人権・プライバシー保護を旨とした研修を継続実施するとともに、身体拘束・虐待ゼロに向けた取り組みを実施する。（法令遵守・権利擁護・認知症に関する研修の実施）

＊　家族からの声を、施設館内にあるポストへの投函としているが、意見や不満として上がる声は少ない。少ないことに満足することなく、サービス向上に向けて、本人および家族からの声がより上がりやすい機会を推進する。

＊　専門的知識をもって肺炎に関する予防的取組みと、入院者発生時の考察、退院時にケアに関する留意点の抽出をはかり、前年比50％20件以内を目指す。（平成26年：43件）
＊　誤薬事故0件に向けて、毎月決められた基本にそった行程で取り行われているかの確認とともに、更なる確実に

服薬提供が出来る仕組みを追求する

＊　求められている福祉ニーズに対応をはかる取組みとして、従来型通所介護および認知症対応型通所介護にお

いて、利用時間の延長を実施する

＊　特別養護老人ホームでは、在宅復帰を視野に入れた、ベッドシェアの実施に向けた取組みを計画的にすすめ、

　　下半期より実施出来るよう取り組む

２、組織強化への取り組み

＊　部門長会議を始めとした各種会議の在り方を検討し、効果的な戦略討議への強化とともに、確実に成果を得られ

る場の機会とする為、次の4点を強化取り組む

・予防的取組み

・考察の強化

・確実な実践と継続

・評価と更なる進化

＊　平成27年度より改正される制度の動向・方向性を的確に把握し、毎月のプロセス会議を通じて自分達の仕事に

ズレが生じていないか確認する。

＊　事業サービス単位で、地域・福祉ニーズを探り、計画的な社会貢献活動を立案・実施する。

＊　越谷なごみの郷のスケールメリットを最大限発揮できるよう、個々の部門の特性を他部門に活かすための部門間

連携強化策をはかる。
＊　事業所の定員・稼働状況を都度分析し、状況に応じて適正な収入の確保とともに、都度、加算要件について不

備がないかを確認していく。また、新たに取れる加算についても計画的に推進し、取りこぼすことがないようにす

る。

＊　退去者から次の入居者までの期間が遅くとも5日以内に契約できる仕組みを構築する

＊　現在ある改善活動計画書のほかに、小さなことでも安易に気づいたことを提言出来る「提案制度」を構築する。

Ⅲ．人材の育成・確保への取り組み

＊　新卒職員および中途採用職員に向けたOJTシステムの見直しを図る。また、OJT担当者職員への「教え方」とい

った内部研修を実施し、教える側も教わる側も双方に成長していく。

＊　求人広告のほか、福祉専門学校および初任者研修実施スクールでの企業説明会を立案し、介護業界で働くこと

を求めている人材に直接案内できる取組みを実施する。

＊　越谷なごみの郷のスケールメリットを活かした交換研修の実施

＊　介護福祉士をはじめとする、資格取得に向けた支援体制を構築する

＊　キャリアパス制度の実用的な取組み

＊　定期的な異動システムおよび職員自らが望むサービスを申告する「自己申告制度」の検討
Ⅳ．年間事業収入￥７３２，０００，０００円を達成する。
　※報酬改正後、基本報酬での減額は約2,500万円／年となります。

27年度、算定可能な加算

①看護体制加算（ユニット）

②夜勤職員配置加算（ユニット・多床室）

③栄養マネジメント加算（ユニット・多床室）

④サービス提供体制強化加算（ユニット・多床室）

⑤介護職員処遇改善加算（ユニット・多床室）
　　上記①～⑤の加算による収入約3,000万円／年
　また、平成２６年度は稼働自体も９２％と低迷しており、その原因は退居から入居までの空床期間が長かったことにあります。　27年度は退居から入居までの期間を最大限に短縮し施設を必要とする方に迅速に提供できる仕組みを構築し、稼働を上げていきます。
　　　
Ⅴ．法令を遵守した運営を実践する。
１．運営基準に準じた施設・事業所運営
２．人材育成の徹底と働きやすい職場環境づくり
３．虐待防止に向けた取り組み
４．入居者、利用者に対する実践
Ⅴ-Ⅱ人材育成の徹底と働きやすい職場環境づくり
（１）人材育成の徹底
①新入社員入社時研修の実施（新設：毎月1回実施）
　⇒法人理念・方針、介護保険制度の理解、介護技術等、1日間終日研修とする。
②スキルチェックシート（試用期間評価・プリセプター制度・人事考課ともリンクした内容）による
定期的なスキルチェックならびに評価の実施、スキルチェックの集計をもとに
⇒ただスキルチェックを行うのではなく、職員のやりがいやスキルアップのモチベーションにつなが
るシステムとする
　
　③各委員会主催の研修を確実に実施し、基礎・応用知識や技術を学ぶ。
　　
（２）働きやすい職場環境づくり
職員が意見を述べられる機会や方法をつくります（不平不満を含めて、自分の意見を述べられる機会や方法をつくることでストレスが極度に達しないようにする）。
①定期的な面談の時間を設ける為に人事考課表に基づく職員面談を実施します（年2回/4月・10月）
⇒上司に相談することの抵抗を減らすことにもつなげる。また、必要なときだけ面談を行うと、
　他の職員が何事かと気にする、当の職員が周りから変に思われないかと気にして相談しないと
いう事態が生じるので、そのようなマイナス面を軽減することにもつなげる。
②ストレスチェックシートを2回実施します。
⇒『労働者の疲労蓄積自己診断チェックリスト（厚生労働省）』を使用し、シートの結果に基づ
いて施設長による個人面談の実施
（３）虐待防止に向けた取り組み
①身体拘束廃止委員会・虐待防止委員会合同による研修を開催し、虐待防止・不適切ケアへの啓蒙を全
職員に図ります。（年4回）
②虐待防止チェックリストを定期的に全職員に配布し、以下の取り組みを実施します。
リーダー会議（月1回開催）　⇒「チェックリスト」の結果を分析
分析を踏まえ、ユニット会議で行う職員への啓発すべき事項な
らびに方法を決定
ユニット会議（月1回開催）　⇒ ユニットリーダー会議にて決定した内容を会議に取り入れる
（会議開催が難しい場合や会議に出席できなかった職員につい
ては個別でフロア責任者が伝達する）
医務会議　　（月1回開催）　⇒ 看護職員については医務会議にて上記「リーダー会議」「ユニ
ット会議」双方の取り組みを行う
※チェックリストを使用し、リーダー会議やユニット会議に取り入れる目的は、虐待防止の啓蒙で
あり、虐待を未然に防ぐためです。
③虐待防止委員会を定期的に開催し、荒川区介護保険課に提出した改善計画書の進捗確認、虐待防止に
向けた取り組みを実施します。
（４）入居者、利用者に対する実践
①施設全体として家族懇談会を開催し、主たる判断者（ご家族）との関係構築を図ります。
②施設全体として「敬老の日イベント」を開催し、入居者の方々・ご家族との関係構築を図ります。
③各フロア・部署単位において年度目標を設定し、目標を達成するための取り組みを設定しました。
Ⅵ、職員純増12名の実現（採用活動）
1 法人合同での採用活動を強化する。
2 求人媒体の研究⇒平成26年度の反省を活かし介護職に特化した求人媒体の利用をする。
3 求人活動の時期の研究⇒就労者の動きが見える時期に手厚く活動する。
4 学校や専門学校へ求人活動の強化⇒パイプを確立させる。
実習生の受入をおこなう。
越谷なごみの郷事業稼働目標　　

（　特別養護老人ホーム　ベット稼働予測　）

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	特養定数
	2,520 
	2,604 
	2,520 
	2,604 
	2,604 
	2,520 
	2,604 
	2,520 
	2,604 
	2,604 
	2,436 
	2,604 
	30,744 

	在所総数
	2,394
	2,473 
	2,394 
	2,473 
	2,473 
	2,394 
	2,473 
	2,394 
	2,473 
	2,473 
	2,314 
	2,473
	 29,206

	特養稼働率
	95%
	95%
	95%
	95%
	95%
	95%
	95%
	95%
	95%
	95%
	95%
	95%
	95%

	SS定数
	480 
	496 
	480 
	496 
	496 
	480 
	496 
	480 
	496 
	496 
	464 
	496 
	5,856 

	SS請求実績
	744 
	768 
	744 
	768 
	768 
	744 
	768 
	744 
	768 
	768 
	719 
	768 
	9,076 

	SS稼働率
	155.0%
	155.0%
	155.0%
	155.0%
	155.0%
	155.0%
	155.0%
	155.0%
	155.0%
	155.0%
	155.0%
	155.0%
	155.0%

	対100床　　

稼働率
	104.6%
	104.6%
	104.6%
	104.6%
	104.6%
	104.6%
	104.6%
	104.6%
	104.6%
	104.6%
	104.6%
	104.6%
	104.6%


（　地域密着型　特別養護老人ホーム　ベット稼働予測　）

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	特養定数
	870 
	899 
	870 
	899 
	899 
	870 
	899 
	870 
	899 
	899 
	841 
	899 
	10,614 

	在所総数
	817
	845 
	817 
	845 
	845 
	817 
	845 
	817 
	845 
	845 
	790 
	845 
	9,973 

	特養稼働率
	94%
	94%
	94%
	94%
	94%
	94%
	94%
	94%
	94%
	94%
	94%
	94%
	94%

	SS定数
	270 
	279 
	270 
	279 
	279 
	270 
	279 
	270 
	279 
	279 
	261 
	279 
	3,294 

	SS請求実績
	283 
	292 
	283 
	292 
	292 
	283 
	292 
	283 
	292 
	293 
	274 
	293 
	3,452 

	SS稼働率
	　　　105%　　
	105%
	105%
	105%
	105%
	105%
	105%
	105%
	105%
	105%
	105%
	105%
	105%

	対38床　　

稼働率
	　　96.5%　　　
	96.5%
	96.5%
	96.5%
	96.5%
	96.5%
	96.5%
	96.5%
	96.5%
	96.5%
	96.5%
	96.5%
	　96.5%


（通　所　介　護　利用予測）

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	

	従来型

稼働率
	70.0% 
	75.0% 
	80.0% 
	80.0% 
	80.0% 
	80.0% 
	80.0% 
	80.0% 
	78.0% 
	78.0% 
	80.0% 
	80.0% 
	平均78.41％ 

	認知症

対応型

稼働率
	65% 
	67% 
	75% 
	75% 
	75% 
	75% 
	75% 
	75% 
	75% 
	75% 
	75% 
	75% 
	平均
73.5％ 


（　訪　問　介　護　利　用　予　測　）

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	

	利用者数
	65 

 (35)
	65 

 (35)
	65 

 (35)
	70 

 (35)
	70  (35)
	70　 (35)
	70
(35)
	65
(35)
	65  (35)
	65
(35)
	70
(35)
	70
(35)
	平均67.5
(35)


· （　）内の数字は介護予防
（総　合　支　援　費）

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	

	利用者数
	13
	13
	15
	15
	16
	16
	17
	17
	18
	18
	19
	20
	平均16.4


（　居　宅　介　護　支　援　利　用　予　測　）
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	

	給付管理数
	300
	300
	310
	320
	330
	340
	345
	350
	350
	350
	350
	350
	平均
332.9件


おたけの郷

Ⅰ．事業稼働目標
（　特別養護老人ホーム　ベット稼働予測　）
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	特養定数
	4,200 
	4,340 
	4,200 
	4,340 
	4,340 
	4,200 
	4,340
	4,200
	4,340
	4,340
	3,920
	4,340
	51,100 

	在籍総数
	3,906
	4,037
	3,906
	4,037
	4,037
	3,906
	4,037
	3,906
	4,037
	4,037
	3,646
	4,037
	47,529

	特養稼働率
	93%
	93%
	93%
	93%
	93%
	93%
	93%
	93%
	93%
	93%
	93%
	93%
	93％


（　ショートステイ　稼働予測　）
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	SS定数
	600 
	620 
	600 
	620 
	620 
	600 
	620 
	600 
	620 
	620 
	560 
	620 
	7,300 

	SS請求実績
	480
	560 
	600
	620
	650
	630
	680
	660
	680
	680
	620
	680
	7,540 

	SS稼働率
	80%
	90%
	100%
	100%
	105%
	105%
	110%
	110%
	110%
	110%
	110%
	110%
	104%


（　居　宅　介　護　支　援　予　測　）
	　
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	給付管理数
	　80
	85
	90
	95
	100 
	105
	110
	115
	 115
	115
	115
	1,125
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